
※
楠
見
地
区
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

（
巨
大
太
陽
光
発
電
）
を
考
え
る
会

７
月
16
日
、
和
歌
山
市
に
反
対
署
名
６
１

３
０
筆
を
提
出
し
、
23
日
、
県
に
６
８
７
０

筆
を
提
出
。
ま
た
、
８
月
６
日
、
和
歌
山
市

に
対
し
第
２
次
署
名
２
５
５
８
筆
を
提
出
し
、

合
計
８
６
８
８
筆
と
な
り
ま
し
た
。
署
名
活

動
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

２
つ
め
は
楠
見
地
域
の
「
和
歌
山
平
井
太

陽
光
発
電
事
業
」
で
、
こ
の
６
月
議
会
に
、

楠
見
地
区
連
合
自
治
会
か
ら
「
計
画
に
反
対

し
、
市
議
会
に
お
い
て
反
対
決
議
を
頂
き
た

い
」
と
の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

23
日
の
本
会
議
に
お
い
て
34
人
（
１
名
の

増
は
井
本
有
一
議
員
）
の
賛
成
で
請
願
及
び

議
員
発
議
と
し
て
住
民
の
同
意
を
得
な
い
建

設
に
反
対
す
る
決
議
案
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
市
議
会
と
し
て
、
県
知
事
に
対
し
、
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現
在
、
和
泉
山
脈
に
計
画
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
が
５
つ
あ
り
、
和
歌
山
市
の
条
例
の
対
象

は
２
つ
で
す
。

１
つ
は
有
功
地
域
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
、

先
の
５
月
の
臨
時
議
会
で
有
功
地
区
連
合
自

治
会
を
含
む
５
地
区
連
合
自
治
会
か
ら
「
議

会
と
し
て
反
対
の
決
議
を
求
め
る
請
願
」
が

出
さ
れ
、
請
願
採
択
と
議
員
発
議
が
33
人
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

６月議会
報告

多
く
の
市
民
が
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
計
画
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
条
例
に
基

づ
く
申
請
、
林
地
開
発
許
可
申
請
の
審
査
に

あ
た
り
、
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る

意
見
書
案
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
採
択

時
に
は
１
０
０
名
を
超
え
る
市
民
の
方
が
傍

聴
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
は
山
場
を
迎
え
て
い

ま
す
。
な
ん
と
し
て
も
計
画
撤
回
に
向
け
皆

さ
ん
と
一
緒
に
全
力
で
頑
張
り
抜
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

７
月
29
日
、
有
功
、
直
川
、
紀
伊
地
区
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に
反
対
す
る
３
地
区
の

連
合
自
治
会
が
取
り
組
む
署
名
２
万
７
２
６

４
筆
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
住
民
の
方
の
中
に
は
直
川
小
学
校
の
保

護
者
の
方
や
開
智
中
学
校
の
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
市
会
議
員
と
し
て
私
も
同
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
市
長
に
「
是
非
計
画
地
を
見
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
発
言
に
、
市
長
は
「
行

き
ま
す
」
と
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
の
条
例
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
有
功
地
区
・
直
川

地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
「
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
和
歌
山
」
と

楠
見
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
「
和
歌
山
平
井
太
陽
光
発
電

事
業
計
画
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
和
歌
山
県
及
び
市
の
条
例

に
基
づ
く
説
明
会
は
終
了
し
て
い
る
。
が
、
住
民
か
ら
説
明

会
の
周
知
不
足
や
計
画
の
危
険
性
の
説
明
不
足
な
ど
の
強
い

不
満
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
質
問
し
た
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

７
月
23
日
、
６
月
議
会
最
終
日
の
本
会

議
で
、
楠
見
連
合
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
て

い
た
平
井
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て
の

「
大
規
模
太
陽
光
発
電
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

）
事
業
に
関
す
る
請
願
書
」
及
び
議
会
決

議
、
県
知
事
に
条
例
に
基
づ
く
申
請
や
森

林
法
に
基
づ
く
審
査
に
あ
た
り
、
市
民
の

安
心
安
全
の
確
保
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
判

断
を
求
め
る
意
見
書
案
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

一 般
質 問
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無 料 生 活 相 談

お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：９月６日（金）
午後６時～７時

（曜日と回数が変更になっています。ご注意下さい）

会場：河西診療所組合員ホール
申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日､午前10～12時
（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、 453-7758（自宅）
和歌山市善明寺411-4

無 料 生 活 法 律 相 談

相談実施中は看板を出しています

５月～７月の生活相談件数
国保：２件 道路：2件 年金：１件
生活保護：７件 その他：６件

画
地
の
土
砂
災
害
予
想
図
、
昨
年

の
西
日
本
豪
雨
直
後
の
千
手
川
の

斜
面
崩
壊
な
ど
の
写
真
、
楠
見
地

域
の
計
画
図
の
盛
り
土
の
最
大
高

さ
34
㍍
、
切
り
土
最
大
高
さ
40
㍍

の
計
画
図
を
説
明
し
た
。

質
問

市
長
と
し
て
住
民
の
命

や
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
重
要
な

責
任
が
あ
る
。
計
画
を
不
安
視
す

る
住
民
か
ら
市
長
に
対
し
署
名
や

要
望
な
ど
が
届
い
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

市
長
答
弁

山
林
伐
採
に
よ
り

保
水
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ

る
水
害
や
土
砂
災
害
、
ま
た
自
然

環
境
や
生
活
環
境
へ
の
影
響
に
対

す
る
懸
念
か
ら
大
規
模
な
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
に
反
対
す
る
要
望

書
や
意
見
書
等
が
各
地
域
か
ら
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

要
望
や
意
見
等
は
非
常
に
重
く
受

け
止
め
て
お
り
「
和
歌
山
市
環
境

と
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例
」

の
中
で
し
っ
か
り
と
審
査
し
て
い

く
。

南
海
市
駅
前
周
辺
の
再
開
発
事
業
に
伴
い
、
視
覚
障
が
い
の
方
が

「
駅
を
利
用
す
る
際
に
困
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
、
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

を
し
た
。
バ
ス
停
の
位
置
の
変
更
、
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
先
が
行
き
止

ま
り
、
バ
ス
乗
り
場
に
段
差
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
敷
設
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
危
険
な
箇
所
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
市
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
つ
い
て
市
の
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

滝
畑
の
産
廃
処
分
場
計
画

に
つ
い
て
、
７
月
25
日
、
和

歌
山
市
は
法
定
外
公
共
物
管

理
条
例
に
基
づ
き
不
許
可
と
決
定

し
ま
し
た
。
滝
畑
川
は
法
定
外
公

共
物
で
す
。
市
の
文
面
で
は
「
公

衆
の
使
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
工
事
に
は
そ

の
利
害
関
係
者
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
利
害
関
係
者
と
し
て
滝
畑
、

上
黒
谷
自
治
会
お
よ
び
水
利
権
者

が
該
当
す
る
と
助
言
し
、
申
請
人

に
対
し
こ
れ
ら
の
同
意
を
得
る
よ

う
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
市
は
十

分
な
補
正
期
間
を
設
け
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
滝
畑
、
上
黒
谷
自
治

会
の
同
意
を
得
る
作
業
が
認
め
ら

れ
ず
、
水
利
権
者
の
把
握
を
行
う

意
志
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
以

上
か
ら
本
申
請
に
必
要
な
利
害
関

係
者
の
同
意
を
今
後
も
得
ら
れ
る

見
込
み
が
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ

た
た
め
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

事
業
者
は
市
に
対
し
審
査
請
求
や

裁
判
に
訴
え
て
く
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
計
画
撤
回
ま
で
住

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
た
き
い
と
思
い
ま
す
。

市
は
「
市
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
重
要
性
は
高
い
と
認
識
し

て
い
る
」
「
工
事
施
工
中
の
対
策

は
、
交
通
誘
導
員
を
適
所
に
配
置
、

視
覚
障
が
い
者
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
を

移
設
し
、
安
全
対
策
に
配
慮
し
な

が
ら
工
事
を
進
め
る
」
「
再
開
発

事
業
は
令
和
２
年
春
の
竣
工
を
目

指
し
、
今
後
も
安
全
対
策
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
取
り
組
む
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
」
と
質
問
す
る
と
、
市
は
、

「
交
通
誘
導
員
の
配
置
は
、
休
日

時
の
対
応
が
出
来
て
い
な
か
っ
た

点
は
配
慮
に
か
け
て
い
た
。
今
後

は
的
確
に
実
施
す
る
よ
う
業
者
指

導
を
徹
底
し
て
い
く
」
。

市
長
は
「
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
適
宜
、
事
業

の
計
画
段
階
お
よ
び
事
業

中
に
障
が
い
の
あ
る
方
々

か
ら
意
見
を
伺
い
、
安
全

・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

滝畑産廃

バーベキューと
親子釣り大会

日 時：８月２５日(日)
（雨天中止）

集 合：午前10時30分
現地集合

場 所：田ﾉ浦浪早ﾋﾞｰﾁ
参加費：大人 1,500円

小中 1,000円
河北ブロック後援会
連絡先：090-6673-2646

（南畑さち代）

（改修前）

（改修後）

（改修前）

（改修後）

（
表
面
よ
り
つ
づ
く
）

質
問

説
明
会
の
対
象
自
治
会

に
つ
い
て
の
判
断
は
ど
こ
が
す
る

の
か
。

答
弁

事
業
者
が
提
示
し
、
そ

の
後
、
市
が
事
業
計
画
案
に
基
づ

き
環
境
に
一
定
の
影
響
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
自
治
会
を
示
す
。
そ

れ
に
基
づ
き
説
明
会
の
開
催
は
事

業
者
の
判
断
で
お
こ
な
う
。

※
計
画
の
危
険
性
に
つ
い
て
、

専
門
家
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た

資
料
を
提
出
し
、
有
功
地
域
の
計

誘導ブロック
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↑
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